
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

ジェンダーの視点について学び、性別に関係なく当たり前に進路選択、職業選択ができることを学ぶ。事業
目的

内容

方法
手段

【ゲーム終了後】
・ジェンダーバイア
スについて学ぶ。

（内容：研究者に女
性が少ないことや、
日本人女性でノーベ
ル賞を獲得した人が
いないことなど）

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

【ゲーム終了後】
・弘大 数物科学科の女子学
生から、「経験談やなぜ数学
を大学で勉強する道を選んだ
のか」など話していただく。

・どんな職業に就くことがで
きるかなどを説明していただ
く。（ゲームプログラマー、
銀行員など）

講義

男女共同参画推進
の理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】算数ガールズ 夏休みの大冒険～数字と仲良くなって脱出せよ！～

振り返り

学校内では教員から「好意的性別発言（良かれと思った発言）」「隠れたカリキュラム（女性は補佐的役割）」「保護バイアス（女性だから危険なことはさせない方が良いという
考え）」などがあり、家庭内では保護者からの「アンコンシャス・バイアス」があることで、女性が理数系に進む道が狭まれている。

問題
現状

弘前大学 理工学部数物科学科、内閣府男女共同参画推進課 理工チャレンジ事務局

評価
指標

参加者数（10組以上）、アンケート満足度（80％以上）

講座終了後、アン
ケート収集（満足度、
次に参加したい講座
についてなど調査）

子ども用アンケート
（感想、将来の夢を
記入）

講義 アンケート

対象
定員

①小学校４～6年生女児と保護者／各回15組（30名）
②小中高生と保護者／50名

２回連続講座（ワーク＆講義１～2回、講演会1回）
期間
回数

予算 弘前大学理工学部数物科学科 講師5,000円、女子学生人数×図書券1,000円分

事業
目標

子）性別に関係なく職業・進路選択の自由があることを知る。チャレンジ精神、発想力、思考力を身に着ける。
親）ジェンダーバイアスの知識を身に着け、進路・職業選択の自由を知り子どもの可能性を広げるサーポート役
となれるようにする。

実施
体制

主催：青森市働く女性の家「アコール」、スタッフ：事業スタッフ２名

【位置づけ】青森市男女共同参画プラン 第1章 「男女共同参画社会実現のための意識改革・理解促進」

第3章 「労働環境における男女共同参画の促進」

課題
“女性は数学が苦手”という固定観念がいまだに多くあり、それは学校や家庭の中にもある。
理数系の大学を目指す人、女性で理数系の教員を目指す人が少なく、女性エンジニアや研究員などSTEM女子が一向に増えない。

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

<夏休み期間中②とは別日に開催>
（小中高生と保護者対象）

①【内閣府STEM Girls Ambassador中島さち子さん講演会】
１）経験談や今の取り組みについてお話しいただく
２）お悩み相談、質問コーナーでお話を伺う

<夏休み期間中開催>（小学4～6年生と保護者対象）
②【親子で算数を使った脱出ゲーム】
（クイズは弘大 数物科学科の学生に作成を依頼）
１）クイズは全３～5問程度
２）問題を正解するごとにキーワードをゲット、

全てのキーワードを集めることができれば脱出成功！

ワーク＆講演会


